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会員数 2 5 名

会長　　　津谷美穂子　　　（阿仁学園）
副会長　　渡辺俊春　　　（長木小学校）　　　三澤正敏　（釈迦内小学校）
　　　　　松田由佳　（上小阿仁中学校）
事務局　　コリガン麻衣　（第一中学校）　　　小林さくら　（合川中学校）
研究部　　沼田桃子　　　（鷹巣中学校）
事業部　　渡辺睦子　　　（北陽中学校）　　　木村明美　（米内沢小学校）

大北造形研究会総会
（４月メール配信型）

第６４回秋田県児童生徒美術展
地区審査会
（１２月４日田代公民館）

大北造形研究会最終理事会
（１月１１日田代公民館）

秋田県造形教育研究会造形セミナーに
参加（大北夏季実技研修会を兼ねる）
（７月２８日遊学舎）

自己選択し、試行錯誤できる場を つながりを意識した振り返り 「造形的な視点」を生徒と共有するために
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○大北造形研究会総会・造形セミナー
今年度の総会は、理事会で協議した後に会員に資料配付する形で行った。理事会は研修も兼ねて
開催した。R４大館市授業マイスターに選ばれた佐々木亜希子教諭（田代中学校）から、身近なペ
ットボトルのデザインを比較する授業実践を紹介していただいた。授業後の生徒の姿の具体的なイ
メージや振り返りで気付かせたいことなど、すぐ授業に生かせる大事なポイントを教えていただい
た。佐々木教諭には、大北夏季実技研修会も兼ねた造形セミナーでも、さらに詳しく授業実践を紹
介していただいた。授業づくりで大切にしていること十項目に沿って、身に付けさせたい資質・能
力を明確にすることや「造形的な視点」を生徒と共有するための手立て、ICT の活用などたくさん
のことをお話しいただいた。具体的な授業の様子を交えて、題材構想から授業デザインまでの一連
の流れが大変参考になる内容であった。これからの各校での実践に生かしたい。

○第６４回秋田県児童生徒美術展地区審査会
日程については、予定より終了時刻が延びてしまった点について来年度は改善する必要があるが、
午後日程で効率的に開催することができた。今年度は賞状仕分けも集まった会員で分担して、その
日のうちにできたのでよかった。来年度からはよりスムーズに進むよう日程を検討したい。

○最終理事会
入賞作品や話題作を鑑賞する研修会も兼ねて開催した。今年度の地区審査会では、中学校の先生
方にも小学校の審査に入ってもらい、様々な視点から作品を見て意見交換できるようにした。その
時の視点や意見を、小学校でどう広めていくかについて協議した。


